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1. 調査の概要 

１） 調査の目的 

新型コロナウイルス感染拡大の影響で、人々のスポーツ活動の機会が奪われている。また、感染封じ

込めのための人と人との接触を減らす取り組みを通じて、多くの国民の身体活動量・運動量が大きく減

少することが危惧されている。こうした環境下で、国民の身体活動・運動の実施状況やスポーツ観戦等の

ニーズがどのように変化しているのかを調査する。 

 

２） 調査対象 

全国の市区町村に在住する 18～79 歳までの男女 5,000 人（5,000 サンプルが地区ごとの性別・年代別

人口構成比率に近似するよう割当） 

 

３） 調査方法 

１） 調査手法：インターネット調査 

２） 調査委託機関：株式会社クロス・マーケティング 

 

４） 調査時期 

2020年 10月 1日～10月 6日 

 

５） 主な調査項目 

基本属性_居住地、性別、年齢、職業、世帯年収、配偶者・子どもの有無等 

１）2020年 6～9月の運動・スポーツ実施状況 

２）新型コロナウイルスの影響により中止した運動・スポーツの状況 

３）運動・スポーツの再開状況 

４）新型コロナウイルスの影響による生活環境の変化 

５）新型コロナウイルスの影響による、運動・スポーツ環境の変化 

６）過去 1年間のスポーツ実施・スポーツ観戦形態に関する経験の有無と今後のニーズ 

７）スポーツ観戦状況（直接スポーツ観戦、テレビやインターネットによるスポーツ観戦） 

８）2020年 6～9月の直接スポーツ観戦実施者からみた各種対策への評価、非実施者が期待する対策 

９）テレビやインターネットでの観戦日数 

10）運動・スポーツ実施時に気を付けていること 

11）運動・スポーツを実施しない理由 

12）東京 2020オリンピック・パラリンピックについて 

13）身の回りの感染者について 

14）新型コロナウイルス影響下におけるスポーツ以外の余暇活動の行動回数 

 

６） 調査の実務担当者 

笹川スポーツ財団 スポーツ政策研究所 政策オフィサー 鈴木 貴大 

                   〃                 清水 恵美 
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2. 主な調査結果 

１） 運動・スポーツ実施状況と実施頻度 

①運動・スポーツ実施状況 

今回の調査で明らかにした過去 4ヵ月（2020年 6～9月）の種目別運動・スポーツ実施状況について、6月

に実施した前回調査（2～5 月の実施状況）の結果と比較した（図表１）。全体の実施状況をみると「運動・スポ

ーツを行っていない」は 2～5 月 49.9％、6～9 月 55.2％と非実施者の割合は増加している。6～9 月の種目

別実施率をみると、「ウォーキング」23.1％が 1 位、以下、「散歩（ぶらぶら歩き）」12.2％、「筋力トレーニング」

9.7％、「ジョギング・ランニング」5.5％、「体操（軽い体操、ラジオ体操など）」4.0％と続く。実施率上位 5 種目

は 2～5 月の結果と同様であったが、実施率はどの種目も減少していた。特に「散歩（ぶらぶら歩き）」の実施

率の減少が大きい。 

上位 20種目について、実施率の増減をみると、「ウォーキング」や「散歩（ぶらぶら歩き）」など自宅や自宅周

辺で行える種目の実施率が減少する一方で、「ゴルフ（コース）」3.0％から 3.5％、「ゴルフ（練習場）」2.7％か

ら 3.2％、「水泳」1.5％から 2.2％、「テニス（硬式テニス）」1.2％から 1.4％と施設を利用して行う種目の実施

率は微増している。新型コロナウイルスの影響で休業していた施設が 6 月以降、徐々に再開したため、これら

の種目の実施率が増加したと推察できる。 

 

図表 1 種目別運動・スポーツ実施率  

 

順位 実　施　種　目 実施率(％) 順位 実　施　種　目 実施率(％)

1 ウォーキング 27.1 1 ウォーキング 23.1

2 散歩（ぶらぶら歩き） 18.4 2 散歩（ぶらぶら歩き） 12.2

3 筋力トレーニング 11.4 3 筋力トレーニング 9.7

4 ジョギング・ランニング 6.4 4 ジョギング・ランニング 5.5

5 体操（軽い体操、ラジオ体操など） 5.9 5 体操（軽い体操、ラジオ体操など） 4.0

6 サイクリング 4.0 6 ゴルフ（コース） 3.5

7 ゴルフ（コース） 3.0 7 サイクリング 3.3

8 ゴルフ（練習場） 2.7 8 ゴルフ（練習場） 3.2

9 ヨーガ 2.5 9 ヨーガ 2.6

10 キャッチボール 2.1 10 水泳 2.2

11 なわとび 1.8 釣り 1.8

12 釣り 1.6 登山 1.8

エアロビックダンス 1.5 テニス（硬式テニス） 1.4

水泳 1.5 ハイキング 1.4

アクアエクササイズ（水中歩行・運動など） 1.3 15 キャッチボール 1.3

ハイキング 1.3 アクアエクササイズ（水中歩行・運動など） 1.2

バドミントン 1.3 海水浴 1.2

サッカー 1.2 キャンプ 1.2

テニス（硬式テニス） 1.2 エアロビックダンス 1.1

スキー 1.1 なわとび 1.1

ボウリング 1.1

49.9 55.2運動・スポーツは行っていない

20

運動・スポーツは行っていない

18

19

2020年2～5月（n=5,000）

13

15

2020年6～9月（n=5,000）

11

16

13
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図表 2には種目別運動・スポーツ実施率を性別に示した。男女とも上位 3種目は両期間とも「ウォーキン

グ」「散歩（ぶらぶら歩き）」「筋力トレーニング」であり、いずれの種目も 2020年 2～5月よりも 6～9月の実

施率は減少している。一方、実施率が微増した種目もあり、男性では「ゴルフ（コース）」0.7ポイント増（5.1％

→5.8％）、「ゴルフ（練習場）」0.9ポイント増（4.4％→5.3％）、「水泳」2.4％は 2～5月の上位 10種目に入っ

ていないが、6～9月には 9位となった。女性は「ヨーガ」0.3ポイント増（4.4％→4.7％）、「水泳」0.4ポイント

増（1.5％→1.9％）、「ピラティス」1.5％が 6～9月の結果で 10位となった。さらに 6～9月の種目ごとの実施

率を性別にみると、「ウォーキング」は男性 25.8％、女性 20.4％、「筋力トレーニング」は男性 12.5％、女性

7.0％など男性のほうが実施率の高い種目は多い。「運動・スポーツを行っていない」は男性（49.9％）より女

性（60.5％）の割合が高く、いずれも 2～5月より増加している。 

 

図表 2 性別の運動・スポーツ実施率 

 

順位 実　施　種　目 実施率(％) 順位 実　施　種　目 実施率(％)

1 ウォーキング 29.1 1 ウォーキング 25.8

2 散歩（ぶらぶら歩き） 17.8 2 筋力トレーニング 12.5

3 筋力トレーニング 14.3 3 散歩（ぶらぶら歩き） 12.2

4 ジョギング・ランニング 8.8 4 ジョギング・ランニング 7.9

5 サイクリング 5.2 5 ゴルフ（コース） 5.8

6 ゴルフ（コース） 5.1 6 ゴルフ（練習場） 5.3

7 体操（軽い体操、ラジオ体操など） 4.5 7 サイクリング 4.5

8 ゴルフ（練習場） 4.4 8 釣り 3.0

9 キャッチボール 3.2 水泳 2.4

10 釣り 2.5 体操（軽い体操、ラジオ体操など） 2.4

45.6 49.9

順位 実施種目 実施率(％) 順位 実施種目 実施率(％)

1 ウォーキング 25.2 1 ウォーキング 20.4

2 散歩（ぶらぶら歩き） 19.0 2 散歩（ぶらぶら歩き） 12.1

3 筋力トレーニング 8.6 3 筋力トレーニング 7.0

4 体操（軽い体操、ラジオ体操など） 7.4 4 体操（軽い体操、ラジオ体操など） 5.5

5 ヨーガ 4.4 5 ヨーガ 4.7

6 ジョギング・ランニング 4.1 6 ジョギング・ランニング 3.1

7 サイクリング 2.8 7 サイクリング 2.2

8 なわとび 2.3 8 水泳 1.9

9 エアロビックダンス 2.0 9 エアロビックダンス 1.6

10 水泳 1.5 なわとび 1.5

ピラティス 1.5

54.1 60.5運動・スポーツは行っていない 運動・スポーツは行っていない

男　　性

2020年2～5月（n=2,471） 2020年6～9月（n=2,471）

女　　性

2020年2～5月（n=2,529） 2020年6～9月（n=2,529）

運動・スポーツは行っていない 運動・スポーツは行っていない

9

10
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図表 3には各期間の種目別運動・スポーツ実施率を年代別に示した。各年代、両期間で「ウォーキング」の

実施率が最も高いものの、2020年 2～5月と 6～9月を比較するといずれの年代でも実施率は減少してい

る。70歳代は 8.0ポイント減（42.5％→34.5％）、60歳代は 4.9ポイント減（33.4％→28.5％）と中高齢者の

「ウォーキング」の実施率は他の年代よりも減少幅が大きい。「ウォーキング」や「ジョギング・ランニング」は各

年代で実施率の減少が確認できる一方、30歳代、50歳以上では「ゴルフ（コース）」「ゴルフ（練習場）」、40

歳代、60歳以上では「ヨーガ」の実施率が 2020年 2～5月と比べ微増している。 

 

図表 3 年代別の運動・スポーツ実施率 

 

順

位
実　施　種　目

実施率

(%)

順

位
実　施　種　目

実施率

(%)

順

位
実　施　種　目

実施率

(%)

順

位
実　施　種　目

実施率

(%)

1 ウォーキング 20.1 1 ウォーキング 18.3 1 ウォーキング 21.9 1 ウォーキング 18.4

2 筋力トレーニング 17.9 2 筋力トレーニング 14.0 2 散歩（ぶらぶら歩き） 16.3 2 筋力トレーニング 11.2

3 散歩（ぶらぶら歩き） 15.9 3 散歩（ぶらぶら歩き） 11.0 3 筋力トレーニング 14.2 3 散歩（ぶらぶら歩き） 9.4

4 ジョギング・ランニング 10.2 4 ジョギング・ランニング 8.4 4 ジョギング・ランニング 9.5 4 ジョギング・ランニング 7.2

5 サイクリング 4.2 5 キャッチボール 3.5 5 サイクリング 4.1 5 サイクリング 3.6

6 体操（軽い体操、ラジオ体操など） 3.8 6 アイススケート 3.3 6 体操（軽い体操、ラジオ体操など） 3.7 ゴルフ（コース） 2.7

キャッチボール 3.4 7 サッカー 2.6 7 なわとび 2.3 ゴルフ（練習場） 2.7

サッカー 3.4 8 サイクリング 2.5 8 ヨーガ 2.2 体操（軽い体操、ラジオ体操など） 2.1

9 アイススケート 3.3 アクアエクササイズ（水中歩行・運動など） 2.2 9 キャッチボール 2.1 登山 2.1

10 なわとび 2.7 海水浴 2.2 10 釣り 1.8 10 テニス（硬式テニス） 2.0

水泳 2.2

体操（軽い体操、ラジオ体操など） 2.2

順

位
実　施　種　目

実施率

(%)

順

位
実　施　種　目

実施率

(%)

順

位
実　施　種　目

実施率

(%)

順

位
実　施　種　目

実施率

(%)

1 ウォーキング 20.6 1 ウォーキング 18.0 1 ウォーキング 25.7 1 ウォーキング 22.0

2 散歩（ぶらぶら歩き） 14.4 筋力トレーニング 8.9 2 散歩（ぶらぶら歩き） 16.0 2 散歩（ぶらぶら歩き） 10.9

3 筋力トレーニング 10.3 散歩（ぶらぶら歩き） 8.9 3 筋力トレーニング 9.2 3 筋力トレーニング 9.2

4 ジョギング・ランニング 6.9 4 ジョギング・ランニング 6.5 4 体操（軽い体操、ラジオ体操など） 6.3 4 ジョギング・ランニング 4.7

5 サイクリング 4.4 サイクリング 3.4 5 ジョギング・ランニング 4.9 5 サイクリング 3.6

6 体操（軽い体操、ラジオ体操など） 3.9 釣り 3.4 6 サイクリング 3.7 6 体操（軽い体操、ラジオ体操など） 3.5

7 なわとび 3.1 7 ヨーガ 3.2 7 ヨーガ 3.5 7 ヨーガ 2.9

8 ゴルフ（コース） 2.9 8 水泳 2.7 ゴルフ（コース） 2.0 8 ゴルフ（練習場） 2.6

9 キャッチボール 2.6 9 体操（軽い体操、ラジオ体操など） 2.4 ゴルフ（練習場） 2.0 9 ゴルフ（コース） 2.5

10 ヨーガ 2.4 10 キャンプ 2.3 キャッチボール 1.6 10 登山 2.0

ハイキング 1.6

順

位
実　施　種　目

実施率

(%)

順

位
実　施　種　目

実施率

(%)

順

位
実　施　種　目

実施率

(%)

順

位
実　施　種　目

実施率

(%)

1 ウォーキング 33.4 1 ウォーキング 28.5 1 ウォーキング 42.5 1 ウォーキング 34.5

2 散歩（ぶらぶら歩き） 21.2 2 散歩（ぶらぶら歩き） 13.4 2 散歩（ぶらぶら歩き） 27.9 2 散歩（ぶらぶら歩き） 20.6

3 筋力トレーニング 8.4 3 筋力トレーニング 6.9 3 体操（軽い体操、ラジオ体操など） 12.6 3 筋力トレーニング 9.0

4 体操（軽い体操、ラジオ体操など） 6.3 ゴルフ（コース） 5.3 4 筋力トレーニング 9.1 4 体操（軽い体操、ラジオ体操など） 8.8

ゴルフ（コース） 4.7 体操（軽い体操、ラジオ体操など） 5.3 5 ゴルフ（コース） 5.5 5 ゴルフ（コース） 7.2

ゴルフ（練習場） 4.7 6 ゴルフ（練習場） 5.0 6 ゴルフ（練習場） 3.7 6 ゴルフ（練習場） 5.1

7 ジョギング・ランニング 4.4 7 ジョギング・ランニング 3.7 7 サイクリング 3.3 7 ヨーガ 3.9

8 サイクリング 3.9 8 サイクリング 3.5 8 ヨーガ 2.9 8 水泳 3.6

ハイキング 2.5 9 ヨーガ 2.7 9 ジョギング・ランニング 2.6 9 サイクリング 3.2

ヨーガ 2.5 10 ハイキング 2.3 10 水泳 2.5 10 テニス（硬式テニス） 2.6
9

2020年2～5月(n=937) 2020年6～9月(n=937) 2020年2～5月(n=724)

40　歳　代　 50　歳　代　

2020年2～5月(n=958) 2020年6～9月(n=958) 2020年2～5月(n=804) 2020年6～9月(n=804)

2020年6～9月(n=724)

60　歳　代　

5

2

70　歳　代　

4

5

9

18～29　歳　 30　歳　代　

2020年2～5月(n=766) 2020年6～9月(n=766) 2020年2～5月(n=811) 2020年6～9月(n=811)

8

6

7

8

10
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②運動・スポーツの実施頻度 

図表 4には 2020年 6～9月の期間に運動・スポーツを実施した平均日数を示し、前回調査の結果と比較

した。2020年 6～9月の実施頻度は「週に 5日以上」21.1％が最も高く、「週に 3日以上」19.2％、「週に 2日

以上」17.7％、「週に 1日以上」18.4％であり、いずれも 2～5月の実施頻度よりも高い。一方、「月に 1～3

日」14.7％、「3か月に 1～2日」4.9％は 2～5月より低く、6～9月の実施頻度全体でみると増加している。 

また、新型コロナウイルスの感染拡大前である 2019年 2月～2020年 1月と 2020年 6～9月の実施頻

度を比較すると、「週に 5日以上」は両期間とも 21.1％、「週に 3日以上」は 19.3％、19.2％、「週に 2日以

上」は 16.8％、17.7％、「週に 1日以上」は 17.6％、18.4％と週に 1～2日以上の割合は微増し、それ以上の

頻度も差はほとんどみられなかった。6～9月の運動・スポーツ実施率は、6月の前回調査からは減少したも

のの、運動・スポーツを実施している人の頻度は感染拡大前に戻りつつある。 

 

図表 4 運動・スポーツ実施頻度 

 

  

２） 運動・スポーツを実施する際に気を付けたいこと・やらない理由 

図表 5 には 2020年 6～9 月に何らかの運動・スポーツを実施した人に、実施する際に気を付けていること

をたずねた結果を示した。「三つの密（密閉・密集・密接）の条件が揃う場所で運動・スポーツを実施しないよ

うにする」48.0％が最も高く、「人と人との間隔を意識して運動・スポーツを実施する」39.5％、「マスクの着用

や咳エチケットに配慮しながら運動・スポーツを実施する」35.4％と続く。三つの密の回避、人と人との間隔へ
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の意識、マスクの着用は、厚生労働省が示す新型コロナウイルスへの感染対策において効果的な取り組みで

あり、日常生活に限らずスポーツ活動の場でもこれらの対策に対する意識の高さがうかがえる。また、「特に

気を付けることはない」を除くすべての項目において男性より女性の割合が高く、女性のほうが感染に気を付

けながら運動・スポーツを実施している。 

 

図表 5 運動・スポーツをする際に気を付けていること 

 

  

図表 6 には 2020 年 6～9 月の間に運動・スポーツを実施しなかった人の行わなかった理由（複数回答）を

示した。全体では「面倒くさいから」16.5％が最も高く、以下、「運動・スポーツが嫌いだから」14.0％、「仕事や

家事が忙しいから」11.8％、「新型コロナウイルスへの感染が不安だから」10.9％。「お金に余裕がないから」

10.0％と続く。性別にみると上位 5 つの項目は全体と変わらないものの順位は異なり、男性の 1 位は「面倒く

さいから」15.6％、2 位「仕事や家事が忙しいから」12.1％、女性の 1 位は「運動・スポーツが嫌いだから」

17.7％、2 位は「面倒くさいから」17.2％であった。「新型コロナウイルスへの感染が不安だから」は男性（5 位

9.0％）より女性（3 位 12.4％）のほうが順位、割合ともに高く、新型コロナウイルスに対する不安の大きさがう

かがえる。 

 図表 7に示した運動・スポーツを行わなかった最も大きな理由の上位 5項目をみると、「運動・スポーツが嫌

いだから」18.3％が最も高く、男性（12.7％）と女性（22.3％）の割合には約 10 ポイントの差があり、女性のほ

うが運動・スポーツ嫌いを理由に実施しない人が多い。一方で「仕事や家事が忙しいから」は全体 13.5％、男

性 16.2％、女性 11.6％と男性のほうが 4.6ポイント高い。運動・スポーツを実施しない理由は項目による性差

が確認された。 
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図表 6 運動・スポーツを行わなかった理由（複数回答） 

 

 

図表 7 運動・スポーツを行わなかった最も大きな理由 

 

 

３） 新型コロナウイルスの影響によるスポーツ環境の変化 

図表 8 に示した、新型コロナウイルス感染拡大の影響により変化した運動・スポーツの環境をみると「休業

していた普段利用しているスポーツクラブやスポーツ施設が再開した」は 9.7％、「普段利用しているスポーツ

クラブやスポーツ施設が休業している（または閉鎖した）」が 8.5％であり、スポーツ施設に関しては再開が休

業（または閉鎖）の数値を上回る結果であった。一方、公園や近隣の広場、スポーツ大会やイベントの項目で

は「利用できない」「延期・中止になった」の割合のほうが高く、新型コロナウイルスは人々のスポーツ環境に引

き続き影響を与えている。 

図表 9 に示した 6 月調査との比較をみると「普段利用しているスポーツクラブやスポーツ施設が休業して

いる（または閉鎖した）」は 9.4 ポイント減（17.9％→8.5％）、「普段利用している近隣の公園や広場が利用で

きない」は 7．1 ポイント減（10.2％→3.1％）と新型コロナウイルスの影響によるスポーツ活動の場の減少は 6

月調査の時点よりも緩和されたと考えられる。 

順

位

全体

(n=2,762)

割合

(%)

男性

(n=1,233)

割合

(%)

女性

(n=1,529)

割合

(%)

1 面倒くさいから 16.5 面倒くさいから 15.6 運動・スポーツが嫌いだから 17.7

2 運動・スポーツが嫌いだから 14.0 仕事や家事が忙しいから 12.1 面倒くさいから 17.2

3 仕事や家事が忙しいから 11.8 運動・スポーツが嫌いだから 9.4 新型コロナウイルスへの感染が不安だから 12.4

4 新型コロナウイルスへの感染が不安だから 10.9 お金に余裕がないから 9.2 仕事や家事が忙しいから 11.6

5 お金に余裕がないから 10.0 新型コロナウイルスへの感染が不安だから 9.0 お金に余裕がないから 10.7

6 年をとったから 6.9 年をとったから 7.6 年をとったから 6.3

7 生活や仕事で体を動かしているから 4.6 運動・スポーツ以上に大切なことがあるから 4.4 生活や仕事で体を動かしているから 5.0

8 運動・スポーツ以上に大切なことがあるから 4.3 生活や仕事で体を動かしているから 4.0 場所や施設がないから 4.3

9 場所や施設がないから 3.9 仲間がいないから 3.8 運動・スポーツ以上に大切なことがあるから 4.2

10 病気やけがをしているから 3.8 病気やけがをしているから 3.6 子どもに手がかかるから 4.0
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図表 8 新型コロナウイルスの影響により変化した運動・スポーツ環境 

 

 

図表 9 新型コロナウイルスの影響により変化した運動・スポーツ環境（6月調査との比較） 
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４） スポーツ観戦状況 

① 直接スポーツ観戦 

図表 10には、2019年 6月～2020年 5月および 2020年 6～9月の期間に競技場やグラウンド等で直接

スポーツを観戦した人の割合上位 5 種目を示した。何らかのスポーツを直接観戦した人の割合は 2019 年 6

月～2020 年 5 月が 16.4％（100－「この期間にスポーツ観戦はしていない」83.6％）、2020 年 6～9 月が

9.0％であった。 

2019年 6月～2020年 5月は、「プロ野球（NPB）」8.7％が 1位、以下「J リーグ（J1、J2、J3）」3.4％、「高

校野球」1.9％と続く。2020 年 6～9 月は、「プロ野球（NPB）」4.0％が 1 位、以下「J リーグ（J1、J2、J3）」

1.5％、「高校野球」「大相撲」1.0％と続く。期間の長さが異なるため、一概に比較できないが、観戦率の高い

上位 4種目は両期間において同様の結果であり、観戦率はどの種目も減少傾向であった。これは、2020年 6

～9 月はプロ野球（NPB）、J リーグ（J1、J2、J3）、大相撲などにおいて、有観客での試合が再開した時期で

あり、まだ直接観戦に対して慎重であったことが要因の１つと考えられる。 

性別にみると、男女ともに両期間の 1 位は「プロ野球（NPB）」であり、男性（11.5％、5.2％）は女性（6.0%、

2.9%）であった。男性の 2 位以下は、2019 年 6 月～2020 年 5 月では「J リーグ（J1、J2、J3）」4.5％、「高校

野球」2.1％、2020 年 6～9 月では「J リーグ（J1、J2、J3）」2.5％、「大相撲」1.2％と続く。女性の 2 位以下は

2019年 6月～2020年 5月では「J リーグ（J1、J2、J3）」2.4％、「高校野球」1.6％、2020年 6～9月では「高

校野球」1.0％、「大相撲」0.8％と続く。 

年代別にみると、両期間とも全年代の 1 位は「プロ野球（NPB）」であり、観戦率は 18～29 歳が最も高い

（11.1％、6.1%）。「プロ野球（NPB）」の 2019年 6月～2020年 5月から 2020年 6～9月にかけての差をみ

ると、全ての年代で観戦率は減少しており、30 歳代の 5.3 ポイント減（9.4％→4.1％）が最も大きく、40 歳代

5.2 ポイント減（9.4％→4.2％）、18～29 歳 5.0 ポイント減（11.1％→6.1％）と特に若い世代の減少が目立っ

た。比較する期間が 1年間に対して 4ヵ月と短く、また直接観戦が再開され、感染防止策として収容人数の制

限が行われていたため、今後どのように推移するか引き続き注視したい。 
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図表 10 種目別直接スポーツ観戦率（性別・年代別） 

 

 

② テレビやインターネットによるスポーツ観戦 

  図表１１には 2019 年 6 月～2020 年 5 月と 2020 年 6～9 月のテレビやインターネットでの種目別観戦率

を示した。2019 年 6 月～2020 年 5 月の全体の観戦率は 43.0％（100－「この期間にスポーツ観戦はしてい

ない」57.0％）、男性 50.5％、女性 35.6％であり 14.9ポイント男性のほうが高い。年代別にみると、70歳代の

観戦率が 57.6％と最も高く、60歳代 49.6％、50歳代 41.9％と続く。 

2020年 6～9月をみると、全体の観戦率は 39.9％であり 2019年 6月～2020年 5月より 3.1ポイント低

い（43.0％→39.9％）。性別にみると男性 49.0％、女性 31.0％であり、両期間の差は男性 1.5 ポイント、女性

4.6 ポイントであった。年代別の観戦率は、70 歳代が 56.2％ともっと高く、以下 60 歳代 46.2％、50 歳代

37.7％と続く。両期間の観戦率で最も差が大きかった年代は 50 歳代の 4.2 ポイントであり、最も小さかった

年代は 18～29歳の 1.3ポイントであった。 

種目別でみると、2019 年 6 月～2020 年 5 月の全体では「プロ野球（NPB）」24.9％が最も高く、以下「大

相撲」14.7％、「高校野球」12.1％、「マラソン・駅伝」9.6％、「フィギュアスケート」8.3％と続く。性別にみると男

女とも１位は「プロ野球（NPB）」で男性 33.3％、女性 16.8％であった。2 位以下は男性が「大相撲」18.4％、

「高校野球」15.0％と続き、女性は「フィギュアスケート」11.5％、「大相撲」11.2％であった。年代別にみると、

18歳から 69歳までは「プロ野球（NPB）」が 1位で、70歳代は「大相撲」が 1位であった。 

2020年

6～9月

2020年

6～9月

2020年

6～9月

1 プロ野球（NPB） 8.7 4.0 1 プロ野球（NPB） 11.5 5.2 1 プロ野球（NPB） 6.0 2.9

2 Jリーグ（J1、J2、J3） 3.4 1.5 2 Jリーグ（J1、J2、J3） 4.5 2.5 2 Jリーグ（J1、J2、J3） 2.4 0.6

3 高校野球 1.9 1.0 3 高校野球 2.1 0.9 3 高校野球 1.6 1.0

4 大相撲 1.4 1.0 4 大相撲 1.8 1.2 4 マラソン・駅伝 1.3 0.2

マラソン・駅伝 1.3 0.3 5 ラグビー 1.7 0.4 5 大相撲 1.0 0.8

ラグビー 1.3 0.3

83.6 91.0 80.3 88.7 86.8 93.3

2020年

6～9月

2020年

6～9月

2020年

6～9月

1 プロ野球（NPB） 11.1 6.1 1 プロ野球（NPB） 9.4 4.1 1 プロ野球（NPB） 9.4 4.2

2 Jリーグ（J1、J2、J3） 4.7 2.3 2 Jリーグ（J1、J2、J3） 4.6 2.5 2 Jリーグ（J1、J2、J3） 3.5 1.1

3 高校野球 2.9 1.3 3 高校野球 1.5 0.9 3 ラグビー 2.8 0.8

1.6 1.2 1.2 1.0 4 高校野球 2.3 1.4

1.6 0.8 1.2 0.9 5 マラソン・駅伝 1.4 0.2

マラソン・駅伝 1.2 0.7

79.6 86.8 81.8 89.4 81.6 90.6

2020年

6～9月

2020年

6～9月

2020年

6～9月

1 プロ野球（NPB） 7.6 3.0 1 プロ野球（NPB） 7.3 3.4 1 プロ野球（NPB） 7.7 3.5

2 Jリーグ（J1、J2、J3） 3.1 1.2 2 Jリーグ（J1、J2、J3） 2.3 0.9 2 大相撲 3.2 2.9

3 高校野球 1.7 0.7 3 大相撲 1.8 0.9 3 マラソン・駅伝 2.5 0.4

4 ラグビー 1.5 - 3 プロゴルフ 1.8 1.1 4 Jリーグ（J1、J2、J3） 2.3 1.4

5 大相撲 0.9 0.9 5 高校野球 1.3 0.4 5 高校野球 1.7 1.2

86.1 93.3 86.3 93.7 86.3 92.0この期間にスポーツ観戦はしていない この期間にスポーツ観戦はしていない この期間にスポーツ観戦はしていない

50　歳　代(n=804) 60　歳　代(n=937) 70　歳　代(n=724)

順

位
種　　　目

観戦率(％)

この期間にスポーツ観戦はしていない この期間にスポーツ観戦はしていない この期間にスポーツ観戦はしていない

順

位
種　　　目

観戦率(％)

種　　　目

観戦率(％)
順

位
種　　　目

観戦率(％)
順

位

全　　体(n=5,000) 男　　性(n=2,471) 女　　性(n=2,529)

順

位
種　　　目

観戦率(％)
順

位

観戦率(％)

この期間にスポーツ観戦はしていない この期間にスポーツ観戦はしていない

順

位
種　　　目

観戦率(％)

種　　　目

観戦率(％)
順

位

4
4

種　　　目

観戦率(％)

この期間にスポーツ観戦はしていない

5

18～29　歳(n=766) 30　歳　代(n=811) 40　歳　代(n=958)

順

位
種　　　目

2019年6月
～

2020年5月

2019年6月
～

2020年5月

2019年6月
～

2020年5月

2019年6月
～

2020年5月

2019年6月
～

2020年5月

2019年6月
～

2020年5月

2019年6月
～

2020年5月

2019年6月
～

2020年5月

2019年6月
～

2020年5月

アマチュア野球（大学、社会人など）

サッカー日本代表試合(五輪代表含む)

海外プロサッカー（欧州、南米など）

サッカー日本代表試合(五輪代表含む)
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2020 年 6～9 月では「プロ野球（NPB）」の観戦率が 24.7％と最も高かった。以下「大相撲」14.6％、「高校

野球」8.2％、「メジャーリーグ（アメリカ大リーグ）」6.3％、「J リーグ（J1、J2、J3）」6.4％と続く。上位種目のう

ち、2019 年 6 月～2020 年 5 月の観戦率との差が最も大きかった種目は「フィギュアスケート）」6.2 ポイント

（8.3％→2.1％）であり、反対に最も差が小さかった種目は「大相撲」0.1ポイント（14.7％→14.6％）であった。

フィギュアスケートはシーズンの影響と考えられ、大相撲では平常時と同様にテレビやインターネットでの観戦

が行われていたといえる。性別にみると男女ともに「プロ野球（NPB）」が 1 位（33.4％、16.2％）であり、2 位

「大相撲」（17.8％、11.5%）であった。年代別にみると、18～69 歳の 1 位は「プロ野球（NPB）」、70 歳代では

「大相撲」が 1 位であった。2020 年 8 月に実施された「2020 年甲子園高校野球交流試合」に関連して「高校

野球」の各期間の観戦率の差をみると、最も差があるのは 70 歳代の 7.3 ポイント差（18.8％→11.5％）で年

代が下がるにつれてその差は縮小し、18～29 歳は 1.7 ポイント差（10.1％→8.4%）になる。インターハイをは

じめとした青少年の成果を発揮する場としての試合や大会が軒並み中止となるなかで、同試合は開催された

こともあり、年代の近い若年層ほど関心をもって観戦していた可能性がある。 

 

図表 11 テレビやインターネットで観戦した種目（全体・性別・年代別） 

 

 

 

 

 

2020年

6～9月

2020年

6～9月

2020年

6～9月

1 プロ野球（NPB） 24.9 24.7 1 プロ野球（NPB） 33.3 33.4 1 プロ野球（NPB） 16.8 16.2

2 大相撲 14.7 14.6 2 大相撲 18.4 17.8 2 フィギュアスケート 11.5 2.8

3 高校野球 12.1 8.2 3 高校野球 15.0 10.5 3 大相撲 11.2 11.5

4 マラソン・駅伝 9.6 2.7 4 Jリーグ（J1、J2、J3） 11.0 9.8 4 高校野球 9.3 5.9

5 フィギュアスケート 8.3 2.1 5 メジャーリーグ（アメリカ大リーグ） 10.2 10.1 5 マラソン・駅伝 9.2 2.6

57.0 60.1 49.5 51.0 64.4 69.0

2020年

6～9月

2020年

6～9月

2020年

6～9月

1 プロ野球（NPB） 19.6 19.1 1 プロ野球（NPB） 22.4 21.8 1 プロ野球（NPB） 22.2 21.7

2 高校野球 10.1 8.4 2 Jリーグ（J1、J2、J3） 8.3 7.5 2 高校野球 10.3 7.6

3 Jリーグ（J1、J2、J3） 5.9 5.1 3 高校野球 8.0 5.9 3 大相撲 10.0 9.1

4 4.8 2.2 4 大相撲 7.5 7.4 4 マラソン・駅伝 7.5 2.4

5 大相撲 4.2 4.0 5 6.4 2.8 5 Jリーグ（J1、J2、J3） 7.1 5.3

66.3 67.6 61.4 65.5 62.6 66.0

2020年

6～9月

2020年

6～9月

2020年

6～9月

1 プロ野球（NPB） 25.7 25.2 1 プロ野球（NPB） 26.7 27.5 1 大相撲 34.0 34.4

2 高校野球 12.8 8.3 2 大相撲 21.7 22.3 2 プロ野球（NPB） 33.7 33.7

3 大相撲 12.2 11.7 3 マラソン・駅伝 14.1 3.5 3 マラソン・駅伝 18.9 5.8

4 フィギュアスケート 9.7 2.0 4 フィギュアスケート 13.8 2.9 4 高校野球 18.8 11.5

5 マラソン・駅伝 9.1 1.9 5 高校野球 13.4 7.9 5 フィギュアスケート 14.8 4.0

58.1 62.3 50.4 53.8 42.4 43.8

順

位
種　　　目

観戦率(％)

この期間にスポーツ観戦はしていない この期間にスポーツ観戦はしていない この期間にスポーツ観戦はしていない

順

位
種　　　目

観戦率(％)
順

位
種　　　目

観戦率(％)

種　　　目

観戦率(％)

この期間にスポーツ観戦はしていない この期間にスポーツ観戦はしていない この期間にスポーツ観戦はしていない

50　歳　代(n=804) 60　歳　代(n=937) 70　歳　代(n=724)

18～29　歳(n=766) 30　歳　代(n=811) 40　歳　代(n=958)

順

位
種　　　目

観戦率(％)
順

位
種　　　目

観戦率(％)
順

位

この期間にスポーツ観戦はしていない この期間にスポーツ観戦はしていない この期間にスポーツ観戦はしていない

種　　　目
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～
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～
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５） スタジアムにおける感染対策への評価とイベント主催者に期待する対策 

2020年 6～9月の期間にスタジアムや競技場に足を運んで観戦したと回答した人を対象に、会場で実施さ

れていた感染対策が「十分だと感じた」人の割合を図表 12 に示した。全体では「アルコール消毒設備の設置

やスタッフのマスク着用、室内の換気」が 72.9％と最も高く 、「入場時の検温」70.7％、「来場者へマスク着用

を呼び掛けるなど、感染拡大防止のための注意喚起」70.1％と続く。 

性別にみると、男性は「アルコール消毒設備の設置やスタッフのマスク着用、室内の換気」73.8％が最も高

く、以下「来場者へマスク着用を呼び掛けるなど、感染拡大防止のための注意喚起」70.8％、「入場時の検温」

68.8％と続く。女性は「入場時の検温」74.0％が最も高く、以下「アルコール消毒設備の設置やスタッフのマス

ク着用、室内の換気」71.4％、「選手と間近で関われる各種イベントの中止」70.6％と続く。男女で最も差があ

った項目は、「飲食物の持ち込みや販売の制限」で男性 59.9％、女性 65.2％で 5.3ポイント差であった。 

性・年代別では、各年代とも上位 3 項目が男女で異なる結果であった。また最も評価された項目と評価さ

れなかった項目の差をみると、18～29 歳は男女ともに差が小さい（13.9 ポイント、10.8 ポイント）が、70 歳代

男性は 39.5ポイント差、50歳代女性は 31.9ポイント差と若い世代ほど対策を評価している傾向がみられた。 

 

図表 12 スタジアムや競技場における感染対策への評価 

 

※感染対策を行っていたと回答した人のうち、「十分だと感じた」人の割合。 

 

また、2020 年 6～9 月の期間にスタジアムや競技場に足を運んで観戦していないと回答した人を対象に、

今後スタジアムや競技場に足を運んでのスポーツ観戦を再開するために、イベント主催者に期待する対策を

男性全体

（n=210）

18-29歳

（n=60）

30歳代

（n=45）

40歳代

（n=41）

50歳代

（n=23）

60歳代

（n=22）

70歳代

（n=19）

アルコール消毒設備の設置やスタッフのマスク着用、室内の換気 72.9 73.8 71.7 75.6 65.9 69.6 86.4 84.2

来場者へマスク着用を呼び掛けるなど、感染拡大防止のための注意喚起 70.1 70.8 62.9 76.7 57.8 76.2 86.4 89.5

人と人との間隔を確保するための入場者数の制限や誘導 64.0 64.5 65.5 55.6 65.9 59.1 72.7 75.0

座席ごとに入退場時間を指定するなど、人の混雑を避けるための対策 62.7 61.4 53.3 57.8 74.3 60.0 65.0 70.6

選手と間近で関われる各種イベントの中止 69.4 68.6 69.5 61.9 68.4 57.9 83.3 80.0

飲食物の持ち込みや販売の制限 61.9 59.9 62.1 52.3 61.5 66.7 68.4 50.0

大きな声での会話や応援、肩組みでの応援に対する注意喚起や制限 63.6 62.7 64.4 64.3 47.7 61.9 85.0 66.7

最寄り駅との送迎バスの運行中止 62.9 61.2 63.8 65.9 52.9 61.9 62.5 53.8

来場者に感染者が出た場合、早期に来場者へ連絡ができる仕組み 64.5 63.4 58.6 67.4 59.5 68.2 68.8 69.2

入場時の検温 70.7 68.8 65.6 62.8 68.3 72.7 80.0 77.8

女性全体

（n=126）

18-29歳

（n=26）

30歳代

（n=25）

40歳代

（n=27）

50歳代

（n=18）

60歳代

（n=15）

70歳代

（n=15）

アルコール消毒設備の設置やスタッフのマスク着用、室内の換気 72.9 71.4 61.5 72.0 77.8 72.2 80.0 66.7

来場者へマスク着用を呼び掛けるなど、感染拡大防止のための注意喚起 70.1 69.0 65.5 66.7 64.3 64.7 86.7 76.9

人と人との間隔を確保するための入場者数の制限や誘導 64.0 63.2 63.0 69.2 48.0 76.5 68.8 57.1

座席ごとに入退場時間を指定するなど、人の混雑を避けるための対策 62.7 64.7 75.0 62.5 50.0 55.6 76.9 78.6

選手と間近で関われる各種イベントの中止 69.4 70.6 53.6 65.2 72.0 82.4 85.7 83.3

飲食物の持ち込みや販売の制限 61.9 65.2 54.5 56.5 56.0 76.5 84.6 80.0

大きな声での会話や応援、肩組みでの応援に対する注意喚起や制限 63.6 65.1 50.0 62.5 59.3 70.6 80.0 86.7

最寄り駅との送迎バスの運行中止 62.9 66.3 65.4 72.2 50.0 75.0 63.6 80.0

来場者に感染者が出た場合、早期に来場者へ連絡ができる仕組み 64.5 66.4 59.3 68.2 60.0 75.0 66.7 78.6

入場時の検温 70.7 74.0 70.8 56.0 76.0 87.5 87.5 76.5

全体

（n=336）

男性

全体

（n=336）

女性
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図表 13に示した。なお、図表では参考比較のため 6月調査時の結果も合わせて記載している（2019年 2月

～2020年 1月に直接観戦をしていないと回答した人を対象）。結果を比較する際には、2019年 2月～2020

年 1月は新型コロナウイルスの影響がない時期であるため、6月調査は日常的に観戦をしていない層が対象

であり、10 月調査ではこの層に加えて新型コロナウイルスへの不安から観戦を控えている層も対象となって

いる点に留意する必要がある。10月調査では、期待する割合が最も高い対策は「アルコール消毒設備の設置

やスタッフのマスク着用、室内の換気」26.2％で、以下、「人と人との間隔を確保するための入場者数の制限

や誘導」22.5％、「来場者へマスク着用を呼び掛けるなど、感染拡大防止のための注意喚起」16.2％と続く。6

月調査と比較して最も差があった対策は、「大きな声での会話や応援、肩組みでの応援に対する注意喚起や

制限」は 6月調査 1.9％に対し、10月調査 11.6％と 9.7ポイント増であった。そのほか、「人と人との間隔を確

保するための入場者数の制限や誘導」（15.1％→22.5%）が 7.4 ポイント増であった。「アルコール消毒設備の

設置やスタッフのマスク着用、室内の換気」「来場者へマスク着用を呼び掛けるなど、感染拡大防止のための

注意喚起」など、すでにスポーツ以外の場面でも日常になりつつある対策よりも、プロ野球（NPB）や J リーグ、

大相撲とスポーツ観戦が再開され、メディア等で会場の様子を見聞きするなかで、より重点的に実施してほし

い対策への期待が反映されていると考えられる。 

また、「今後しばらくはスタジアムや競技場での観戦を控える」と回答した人は 6 月調査 8.3％、10 月調査

10.6％と観戦をしていない層の 1 割程度は引き続き慎重な姿勢であることが読み取れる。年代別にみると、

10 月調査で今後しばらくは観戦を控えると回答した 50 歳代以上の割合はいずれも 10％以上であるのに対

し、18～29 歳は 8.0％、30 歳代は 9.9％、40 歳代は 9.7％と、若い世代ほど観戦を控えると回答した人の割

合は低い（図表 14）。 

 

図表 13 スポーツ観戦再開に向けてイベント主催者に期待する対策 
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図表 14 今後しばらくは直接観戦を控えると回答した割合（年代別）                    （％） 

 

 

６） 過去１年間のスポーツ実施・観戦形態に関する経験の有無と今後のニーズ 

新型コロナウイルスの感染拡大を契機に、運動・スポーツ実施やスポーツ観戦形態の変容が予想される。こ

うした状況を把握するため、一部の特徴的なスポーツ実施・観戦形態について、過去 1 年間の経験の有無と

今後のニーズについてたずね、結果を図表 15 に示した。運動・スポーツ実施で経験したことのある割合が最

も高い項目は、「YouTube やインスタグラムなど SNS に投稿されている動画を参考に運動・スポーツを実施

する」11.8％であった。以下「ジムやスタジオ、プールなどを備えた複合型スポーツクラブへの加入」5.0％、「ヨ

ーガや筋力トレーニングなどのサービスを提供する小規模・目的志向のスポーツクラブへの加入」3.9％と続く。

性別にみると、「YouTubeやインスタグラムなど SNSに投稿されている動画を参考に運動・スポーツを実施す

る」が男性（11.1％）、女性(12.5％)ともに最も高い。男女で経験差が最もあるものは、「ヨーガや筋力トレーニ

ングなどのサービスを提供する小規模・目的志向のスポーツクラブへの加入」で、男性 2.3％、女性 5.5％と

3.2ポイント差であった。年代別にみると、18～69歳までは「YouTubeやインスタグラムなど SNSに投稿され

ている動画を参考に運動・スポーツを実施する」が最も高いが、70 歳代は「ヨーガや筋力トレーニングなどの

サービスを提供する小規模・目的志向のスポーツクラブへの加入」が 6.1％と最も高い。 

また今後のニーズ（経験者の継続意向＋未経験者の実施意向の合算）についてみると、全体では

「YouTube やインスタグラムなど SNS に投稿されている動画を参考に運動・スポーツを実施する」が 10.3％

と最も高い。また「ヨーガや筋力トレーニングなどのサービスを提供する小規模・目的志向のスポーツクラブへ

の加入」は 5.0％と、経験者の割合 3.9％より高く、わずかだが潜在ニーズが確認できる。さらに「オンラインで

実施されるスポーツイベント・大会への参加（オンラインマラソンなど）」は男女およびすべての年代で経験者よ

り、今後行ってみたいと回答した人が多い。 

スポーツ観戦で経験したことがある割合が最も高いのは、「DAZN（ダゾーン）やパ・リーグ TV など有料動

画配信サービスを利用したスポーツ観戦」の 6.4％であった。以下「スタジアムや広場などに設置された大画

面でのスポーツ観戦」5.0％、「友人や知人宅・友人を自宅に招いてのスポーツ観戦」3.3％と続く。   

年代別でみると、40歳代までは「DAZN（ダゾーン）やパ・リーグ TVなど有料動画配信サービスを利用した

スポーツ観戦」の経験者の割合が最も高いが、50 歳代は同率、60 歳代以上では「スタジアムや広場などに設

置された大画面でのスポーツ観戦」が最も高くなっている（図表 16）。 

今後の実施意向についてみると、全体では「DAZN（ダゾーン）やパ・リーグ TVなど有料動画配信サービス

を利用したスポーツ観戦」が 6.4％と最も高い。また「スタジアムや広場などに設置された大画面でのスポーツ

観戦」、「VR（Virtual Reality）観戦」は男女およびすべての年代で経験者より、今後行ってみたいと回答し

た人が多い。 

 

 

 

全　体

(n=4,552)

18~29歳

(n=665)

30歳代

(n=725)

40歳代

(n=868)

50歳代

(n=750)

60歳代

(n=878)

70歳代

(n=666)

今後しばらくはスタジアムや

競技場での観戦を控える
10.6 8.0 9.9 9.7 13.9 11.2 10.5
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図表 15 スポーツ実施・観戦形態の経験有無と今後の意向（全体・性別） 

 

 

図表 16 スポーツ実施・観戦形態の経験有無と今後の意向（年代別） 

 

 

 

行ったこと

がある

今後やっ

てみたい

行ったこと

がある

今後やっ

てみたい

行ったこと

がある

今後やっ

てみたい
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11.8 10.3 11.1 9.3 12.5 11.3

対面式またはオンライン形式でのパーソナルトレーニング 2.2 2.7 2.5 3.2 1.9 2.1

スポーツクラブなどが提供する有料オンラインプログラム（パーソナルを除く） 2.1 2.3 2.0 2.4 2.2 2.1

オンラインで実施されるスポーツイベント・大会への参加（オンラインマラソンなど） 1.5 2.1 1.8 2.7 1.3 1.6

ジムやスタジオ、プールなどを備えた複合型スポーツクラブへの加入 5.0 4.6 4.7 4.9 5.2 4.4

3.9 5.0 2.3 3.7 5.5 6.4

【運動・スポーツ実施】その他 0.8 0.8 0.8 0.7 0.8 0.8

【運動・スポーツ実施】あてはまるものはない 80.1 - 82.2 - 78.1 -

6.4 6.4 8.5 8.5 4.3 4.5

スタジアムや広場などに設置された大画面でのスポーツ観戦 5.0 6.1 6.3 7.6 3.8 4.6

飲食店などでファン同士交流しながらのスポーツ観戦 2.8 3.2 3.4 4.0 2.3 2.5

友人や知人宅・友人を自宅に招いてのスポーツ観戦 3.3 3.5 4.3 4.6 2.3 2.5

VR（Virtual　Reality）観戦 0.9 1.9 1.3 2.5 0.5 1.3

リモート観戦・オンライン観戦 2.3 3.4 3.0 4.2 1.5 2.5

【スポーツ観戦】その他 0.4 0.4 0.4 0.5 0.4 0.4

【スポーツ観戦】あてはまるものはない 84.8 - 80.9 - 88.6 -
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YouTubeやインスタグラムなどSNSに投稿されている動画を参考に運動・スポーツを実施する

ヨーガや筋力トレーニングなどのサービスを提供する小規模・目的志向のスポーツクラブへの加入

DAZN（ダゾーン）やパ・リーグTVなど有料動画配信サービスを利用したスポーツ観戦
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％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

YouTubeやインスタグラムなどSNSに投稿されている動画を参考に運動・スポーツを実施する 25.2 18.9 15.9 12.5 11.7 11.0 8.0 9.1 6.3 6.2 4.8 4.7

対面式またはオンライン形式でのパーソナルトレーニング 3.4 4.0 4.3 3.9 1.5 2.8 1.5 1.6 1.2 1.8 1.4 1.8

スポーツクラブなどが提供する有料オンラインプログラム（パーソナルを除く） 3.9 4.7 3.3 3.3 2.2 2.6 0.7 1.0 0.7 1.1 1.8 1.1

オンラインで実施されるスポーツイベント・大会への参加（オンラインマラソンなど） 3.1 3.3 2.6 3.6 1.6 2.2 1.0 1.6 0.3 1.4 0.7 0.8

ジムやスタジオ、プールなどを備えた複合型スポーツクラブへの加入 5.2 5.5 5.7 4.7 4.2 4.4 4.0 3.0 5.3 5.1 5.5 5.2

ヨーガや筋力トレーニングなどのサービスを提供する小規模・目的志向のスポーツクラブへの加入 2.6 4.0 3.5 4.8 3.3 5.3 3.5 4.9 4.5 5.5 6.1 5.5

【運動・スポーツ実施】その他 0.3 0.3 0.5 0.5 0.2 0.2 0.7 0.7 1.2 1.3 1.9 1.7

【運動・スポーツ実施】あてはまるものはない 69.2 - 77.4 - 81.2 - 85.2 - 83.9 - 82.7 -

DAZN（ダゾーン）やパ・リーグTVなど有料動画配信サービスを利用したスポーツ観戦 12.5 11.2 9.4 9.5 6.3 6.6 5.0 5.1 3.0 3.6 2.5 2.9

スタジアムや広場などに設置された大画面でのスポーツ観戦 6.7 7.4 5.9 7.2 6.1 7.4 5.0 6.5 3.4 4.3 2.9 3.6

飲食店などでファン同士交流しながらのスポーツ観戦 5.1 4.8 4.3 3.8 3.5 4.1 1.6 2.4 1.4 2.1 1.1 2.1

友人や知人宅・友人を自宅に招いてのスポーツ観戦 5.0 6.7 5.3 4.6 4.0 4.6 2.0 2.4 1.6 1.7 1.9 1.4

VR（Virtual　Reality）観戦 2.1 2.5 1.8 2.7 0.6 2.1 0.4 1.7 0.4 1.5 0.3 1.0
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【スポーツ観戦】その他 - - 0.4 0.4 0.1 0.1 0.2 0.4 0.7 0.7 1.0 1.0

【スポーツ観戦】あてはまるものはない 77.3 - 78.5 - 83.1 - 87.4 - 90.9 - 91.0 -
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７） 新型コロナウイルスの影響による生活の変化 

図表 17 には、新型コロナウイルスの影響による仕事や学校に関する生活の変化を示し、6月の前回調査と

比較した。「通勤・通学時間／回数」が減ったと回答した割合は13.7ポイント（37.6％【6月】→23.9％【10月】）

減少し、「働く時間や学校の時間」が減ったと回答した割合は 12.8 ポイント（33.3％【6 月】→20.5％【10 月】）

減少している。5 月末の緊急事態宣言解除以降、新しい生活様式にのっとった学校やオフィス勤務の再開が

今回の調査結果に反映されたと考えられる。 

図表 18 には余暇時間などに関する生活の変化を示した。「余暇時間(自由な時間)」が増えたと回答した割

合は 8.6 ポイント（28.4％【6 月】→19.8％【10 月】）減少し、「睡眠時間」「一人で過ごす時間」も同様に減少し

ている。性別にみても同じ傾向を示し、余暇時間の対となる学校や仕事に関する時間が徐々に戻ったためと

考えられる。今回の調査の「余暇時間(自由な時間)」が減ったと回答した割合は、男性 5.7％、女性 12.7％、

「一人で過ごす時間」は男性 5.9％、女性 16.5％と女性のほうが高く、6 月調査と同様の傾向がみられた。新

型コロナウイルスの影響による仕事や学校に関する生活の変化に性差はほとんどないものの、余暇時間など

に関する生活は男性よりも女性のほうに変化がみられた。 

 

図表 17 仕事や学校に関する生活の変化 
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図表 18 余暇時間などに関する生活の変化 

 

 

８） 新型コロナウイルスの影響下におけるスポーツ以外の余暇活動 

新型コロナウイルス感染拡大前と比較した、2020年 6～9月におけるスポーツ以外の余暇活動の回数につ

いて図表 19 に示した。 「減った」と回答した割合が最も多かったのは、「外食の回数（ファーストフード店を除

く）」で 55.7％であった。以下、「国内観光旅行（行き先は居住都道府県外）」48.4％、「国内観光旅行（行き先

は居住都道府県内）」44.4％と続く。 

また、現在の行動回数の増減に関わらず感染拡大以前には実施していた層をアクティブ層（本調査では

「増えた」「変わらない」「減った」と回答）、感染拡大以前から現在にかけて実施していない層を非アクティブ

層（本調査では「感染拡大以前からしていない」と回答）と定義し、余暇活動別に 2020 年 6～9 月の運動・ス

ポーツ実施率みた。その結果、いずれの余暇活動でも、アクティブ層の運動・スポーツ実施率が非アクティブ

層より高かった。さらに、調査対象者全体の同期間の運動・スポーツ実施率は 44.8%だが、すべての余暇活

動においてアクティブ層の実施率はこれを上回っていた。そして、日々の行動として特徴的な「外食の回数（フ

ァーストフード店を除く）」「国内観光旅行（行き先は居住都道府県内）」「国内観光旅行（行き先は居住都道府

県外）」における運動・スポーツ実施率をみると（図表 20）、「外食」はアクティブ層 47.8％、非アクティブ層

27.0％と 20.8 ポイント差があった。「居住都道府県内への旅行」でも 18.8 ポイント差（50.0％、31.2％）、「居

住都道府県外への旅行」では 19.1ポイント差（49.9％、30.8%）という結果であった。本調査では、それぞれの

余暇活動が「増えた」「変わらない」「減った」人の以前の行動回数は不明だが、アクティブ層は、運動・スポー

ツを日頃から実施する人が多い傾向があり、非アクティブ層は、運動・スポーツ実施に消極的な人が多いと推

察される。 
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図表 19  スポーツ以外の余暇活動に関する行動回数の変化  

 

 

図表 20 特徴的な余暇活動の実施有無と運動・スポーツ実施率 

 

 

  

９） 東京 2020オリンピック・パラリンピック大会への期待 

図表 21 に 2021 年に延期された東京 2020 オリンピック・パラリンピック大会への期待を示した。楽しみと

回答した人（「とても楽しみ」と「やや楽しみ」の合計）は 27.9％で、楽しみでないと回答した人（「あまり楽しみ

ではない」と「まったく楽しみではない」の合計）は 38.1％、どちらともいえないと回答した人は 34.1％であっ
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た。また、それぞれの選択肢を回答した理由（自由記述）を内容別にまとめ、多かった内容より主要 3 項目を

図表 22 に示した。「とても楽しみ」「やや楽しみ」と回答した人は、世界的イベントを自国で観戦できることへの

期待感があり、一方「あまり楽しみではない」「まったく楽しみではない」と回答した人は新型コロナウイルスへ

の不安およびそれに伴う中止の可能性を多く挙げる結果であった。 

 

図表 21 東京 2020オリンピック・パラリンピックへの期待 

 

 

図表 22 東京 2020オリンピック・パラリンピックへの期待に関する主な理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とても楽しみ
やや楽しみ

どちらともいえない
まったく楽しみではない
あまり楽しみではない

滅多にない機会だから 興味がないから 新型コロナウイルスが不安だから

自国開催だから 開催できるか分からないから 中止の可能性が高いから

チケットを持っているから 新型コロナウイルスが不安だから 興味がないから
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3．まとめ 

10 月実施の本調査と 6 月実施の前回調査では、過去 4 ヵ月間を対象に、新型コロナウイルスの感染拡大

が人々のスポーツ活動に及ぼす影響について調べた。それぞれの対象期間中の、新型コロナウイルスに関す

る主なトピックは以下のとおりである。 

【2～5 月】 

・クルーズ船乗客の感染が判明、2週間の船内隔離措置（2/5） 

・東京マラソン 2020（3/1開催）が、一般ランナーの参加中止を発表（2/17） 

・全国の小中学校、高校、特別支援学校への一斉休校の要請（2/28）、→新学期で解除 

・東京 2020大会の延期が決定（3/24） 

・東京、大阪等の 7都府県に緊急事態宣言を発令（4/7）、全国に拡大（4/17） 

・国内の感染者が累計 1万人を超える（4/19） 

・「新しい生活様式」の実践例の公表（5/4） 

・緊急事態宣言の全面解除（5/25） 

【6～9月】 

・プロ野球と J リーグが入場人数を制限して有観客試合を再開（7/10） 

・大相撲 7月場所、観客を 2,500人に制限して開催（7/19）、→9月場所も同様 

・感染が再拡大し、1日の感染者数が 1,000人を超える（7/30）、→最大は 1,601人（8/8） 

・国内の感染者が累計 5万人を超える（8/12） 

・プロ野球と J リーグが入場人数の制限（5,000人以内）を緩和し、収容人数の 50％に（9/19） 

こうしてみると、2～5 月は新型コロナウイルス感染拡大第一期かつ社会経済活動停滞期、6～9 月は感染

拡大第二期かつ社会経済活動再開期ととらえることができる。この 2 つの期間の特徴をふまえて、調査結果

を分析したい。 

 

１．運動・スポーツ実施率の減少：要因はコロナウイルスか、季節・天候か？ 

6～9月の過去 4ヵ月間の運動・スポーツ実施率は、44.8%で、2～5月の実施率 50.1%を 5.3ポイント下回

った（100%－図表１「運動・スポーツは行っていない」の値）。種目別にみると、実施率の上位 5 種目「ウォーキ

ング」「散歩（ぶらぶら歩き）」「筋力トレーニング」「ジョギング・ランニング」「体操（軽い体操・ラジオ体操など）」

は、いずれも実施率が前回調査より低く、特に「ウォーキング」「散歩（ぶらぶら歩き）」「体操（軽い体操・ラジオ

体操など）」の減少幅が大きくなっている。上位 5 種目のうち少なくとも 1 種目以上を実施した人は、全体の

34.9%（運動・スポーツ実施者の 78.1%）を占めており、この値も前回調査の 41.7%と比べて 6.8ポイント低い

ことから、施設を利用せずに、自宅やその周辺で実施できるこれらの種目の実施者の減少が、運動・スポーツ

実施率を下げていることがわかる。 

こうした運動・スポーツ実施率の減少の要因として、新型コロナウイルスの感染拡大が考えられる。確かに、

全国の感染者数でみると、2～5月の累計感染者数 16,851人に対し 6～9月が 66,159人と 4倍程度になっ

ている。しかし、緊急事態宣言の解除以降、日々の感染者数が増えても、コロナウイルスを過度に恐れずに社

会経済活動を徐々に再開してきた状況や、感染リスクがそれほど高くない運動・スポーツ種目が実施率を下

げたことなどを考慮すると、他の要因も否定しがたい。全国的に平年と比べて梅雨が長い上に降水量が多く

（沖縄を除き平年より 5～9日長く、期間中の降水量は平年より 57%～95%多かった。）、9月の残暑が厳しか
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った（全国的に気温が高く、特に北陸から北海道日本海側にかけて、9 月上旬の平均気温が平年より 4℃以

上高かった。）ことも影響していると考えられる。また、4～5 月の緊急事態宣言下で在宅勤務を強いられ、健

康維持のためにウォーキング、散歩や体操などを新たに始めた人が、6月以降オフィスに出るようになり、運動

をやめてしまった、といったケースもあると推察される。  

 

2．新型コロナウイルスによる運動・スポーツ実施環境への影響は緩和：スポーツクラブなどは再開か 

 ら運営の継続へ 

新型コロナウイルスの影響による運動・スポーツ環境の変化について、本調査と前回調査の結果を比較す

ると、「特に変化はなかった」は 11 ポイント増（58.1％→69.1％）、「普段利用しているスポーツクラブやスポー

ツ施設が休業している（または閉鎖した）」は 9.4ポイント減（17.9％→8.5％）、「普段利用している近隣の公園

や広場が利用できない」は 7.1 ポイント減（10.2％→3.1％）となり、新型コロナウイルスの影響によるスポーツ

環境の変化は前回調査の時点よりも緩和されたと考えられる（図表 9）。また、「休業していた普段利用してい

るスポーツクラブやスポーツ施設が再開した」9.7％が最も高く、スポーツ実施環境が戻りつつある様子も確

認できる（図表 8）。 

スポーツクラブやスポーツ施設が再開したと回答した割合を詳しくみると、民間のスポーツクラブがサービ

スとして提供する主な種目である「アクアエクササイズ」「エアロビックダンス」「筋力トレーニング」「水泳」「テ

ニス（硬式テニス）」「ピラティス」「ヨーガ」（以下、民間クラブ提供種目）を 2020 年 6～9 月に実施した者のう

ち、施設が再開したと回答した割合は 31.7％であった（図表 23）。さらに、民間クラブ提供種目実施者のうち、

過去 1 年間に「ジムやスタジオ、プールなどを備えた複合型スポーツクラブへの加入」の経験がある者の

54.6％が再開したと回答している。6～9月の運動・スポーツ実施率は 2～5月と比べて減少しているものの、

スポーツクラブや施設の再開は、多くの人のスポーツ参加につながっていると推察される。 

公共スポーツ施設や民間スポーツクラブなど、施設を利用しなければ実施できないスポーツ種目は少なく

ない。新型コロナウイルスの感染拡大状況下でも、人々の多様なスポーツ参加機会を確保するため、今後再

び施設が休業、閉鎖されることのないよう、施設を提供する側と施設利用者双方が感染予防に協力して取り

組む必要があるだろう。 

 

図表 23 「休業していた普段利用しているスポーツクラブやスポーツ施設が再開した」と回答した割合 

 

※民間クラブ提供種目実施者…アクアエクササイズ、エアロビックダンス、筋力トレーニング、水泳、テニス（硬式テニス）、 

ピラティス、ヨーガのいずれか 1種目を 2020年 6～9月に実施した者 
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3 .余暇活動と運動・スポーツ実施に親和性：行動回数が増えた人は、対策しながらアクティブに活動 

図表 20 に示したとおり、スポーツ以外の余暇活動を実施している人の運動・スポーツ実施率は、感染拡大

以前からしていない人より高いが、新型コロナウイルスの感染状況下にある 6～9 月に、これらの余暇活動が

「増えた」と回答した人の運動・スポーツ実施率についても調べた。その結果、すべての余暇活動において「増

えた」と回答した人の実施率はこれを上回っていた（図表 24）。「増えた」と回答した中で最も実施率が高かっ

た余暇活動は「温浴施設（健康ランド、スーパー銭湯等）」77.6％で、以下「動物園、植物園、水族館、博物館」

76.5％、「映画館」75.7％と続き、調査対象者全体の実施率 44.8％を大きく上回る。 

また、運動・スポーツ実施者で、「外食（ファーストフードは除く）」をした人について、運動・スポーツを実施

する際に気を付けていることの有無を、行動回数が「増えた」「変わらない」「減った」別にみた。その結果、「特

に気を付けていることはない」と回答した人は、外食の回数が「増えた」10.0％、「減った」12.1％とほぼ変わら

ないことが分かった。また「変わらない」は 29.2％であった。これらの結果から、行動回数が「増えた」人は、対

策をとりながらもアクティブに行動していきたい人、「減った」人は、感染リスクを鑑みて慎重になっている人、

「変わらない」人は、「増えた」「減った」と回答した層と比べると感染を気にしない人が多いと推察される。つま

り、スポーツ以外の余暇活動とスポーツ実施については親和性があることが読み取れる。どういった余暇活

動をする人が、スポーツ実施率が高い、または低いか傾向を把握することで、新型コロナウイルス下はもちろ

ん、その後のスポーツ振興において、ターゲット設定や政策立案に活かすデータとなりうるであろう。 

 

図表 24 余暇活動の行動回数が「増えた」人の運動・スポーツ実施率（活動別・高い順） 

 

 

2020年 11月以降、新型コロナウイルスの感染が全国的に再拡大しており、国や地方自治体には、感染対策

と経済活動の両立という極めて難しい舵取りが求められている。国民の運動・スポーツ実施やスポーツ観戦は、

今後の感染の広がりやワクチンの提供・接種体制の確立、感染収束の時期などの影響を受け、今後も変化する

ことが予想される。次回の調査は、2020年 10月から 2021年１月までの 4 ヵ月間を対象に 2月に実施する予

定である。新型コロナウイルスと人々のスポーツライフの関係について、定点観測を続けたい。 
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4.調査票（単純集計結果） 

 

ＳＣ１ あなたの性別をお知らせください。（n=5,000） 

1 男性 2,471（49.4）    2 女性 2,529（50.6） 

 

ＳＣ２ あなたの年齢をお知らせください。（n=5,000） 

 平均 49.41 歳 

 

ＳＣ３ あなたの住まいの（都道府県）をお知らせください。（n=5,000） 

北海道 217(4.3) 滋賀県 57(1.1) 

青森県 46(0.9) 京都府 105(2.1) 

岩手県 48(1.0) 大阪府 338(6.8) 

宮城県 124(2.5) 兵庫県 239(4.8) 

秋田県 44(0.9) 奈良県 54(1.1) 

山形県 41(0.8) 和歌山県 24(0.5) 

福島県 64(1.3) 鳥取県 23(0.5) 

茨城県 69(1.4) 島根県 14(0.3) 

栃木県 43(0.9) 岡山県 71(1.4) 

群馬県 47(0.9) 広島県 113(2.3) 

埼玉県 290(5.8) 山口県 46(0.9) 

千葉県 240(4.8) 徳島県 36(0.7) 

東京都 662(13.2) 香川県 38(0.8) 

神奈川県 382(7.6) 愛媛県 44(0.9) 

新潟県 90(1.8) 高知県 32(0.6) 

富山県 54(1.1) 福岡県 223(4.5) 

石川県 46(0.9) 佐賀県 23(0.5) 

福井県 27(0.5) 長崎県 55(1.1) 

山梨県 34(0.7) 熊本県 73(1.5) 

長野県 83(1.7) 大分県 32(0.6) 

岐阜県 66(1.3) 宮崎県 39(0.8) 

静岡県 113(2.3) 鹿児島県 55(1.1) 

愛知県 308(6.2) 沖縄県 49(1.0) 

三重県 79(1.6) 

 

ＳＣ４ あなたは結婚していらっしゃいますか。（n=5,000） 

 1 未婚 1,675(33.5)  2 既婚（離別・死別含む） 3,325(66.5) 

 

ＳＣ５ あなたにはお子さまがいらっしゃいますか。（n=5,000） 

1 同居している子どもがいる 1,578(31.6) 

2 同居はしていないが子どもがいる 1,073(21.5) 

3 子どもはいない 2,349(47.0) 
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ＳＣ６ あなたの職業をお知らせください。（n=5,000） 

会社勤務（一般社員） 1,270(25.4) 農林漁業 23(0.5) 

会社勤務（管理職） 246(4.9) 専門職（弁護士・税理士等・医療関連） 129(2.6) 

会社経営（経営者・役員） 85(1.7) パート・アルバイト 645(12.9) 

公務員・教職員・非営利団体職員 259(5.2) 専業主婦・主夫 868(17.4) 

派遣社員・契約社員 244(4.9) 学生 136(2.7) 

自営業（商工サービス） 184(3.7) 無職 761(15.2) 

ＳＯＨＯ 42(0.8) その他の職業 108(2.2) 

 

ＳＣ７ あなたご自身やあなたのご家族に、次のところにお勤めの方はいらっしゃいますか。あてはまるものを全てお

知らせください。（いくつでも）（n=5,000） 

エネルギー・素材・産業機械 174(3.5) 情報・通信 268(5.4) 

食品 182(3.6) 流通・小売業 387(7.7) 

飲料・嗜好品 47(0.9) 金融・保険 224(4.5) 

薬品・医療用品 61(1.2) 交通・レジャー 129(2.6) 

化粧品・トイレタリー・サニタリー 39(0.8) 外食・各種サービス 280(5.6) 

ファッション・アクセサリー 47(0.9) 官公庁・団体 312(6.2) 

精密機械・事務用品 87(1.7) 教育・医療サービス・宗教 629(12.6) 

家電・ＡＶ機器 96(1.9)  0(0.0) 

自動車・輸送機器 204(4.1) 市場調査 0(0.0) 

家庭用品 15(0.3) その他 763(15.3) 

趣味・スポーツ用品 13(0.3) この中にあてはまるものはない 1,731(34.6) 

不動産・住宅設備 163(3.3) 

 

ＳＣ８ 失礼ですが、あなたのお宅の世帯年収は大体どの位ですか。（n=5,000） 

～１９９万円 375(7.5) ８００～８９９万円 186(3.7) 

２００～２９９万円 434(8.7) ９００～９９９万円 182(3.6) 

３００～３９９万円 589(11.8) １，０００～１，４９９万円 348(7,0) 

４００～４９９万円 486(9.7) １，５００～１，９９９万円 53(1.1) 

５００～５９９万円 429(8.6) ２，０００万円～ 31(0.6) 

６００～６９９万円 301(6.0) 収入なし 27(0.5) 

７００～７９９万円 313(6.3) わからない・答えられない 1,246(24.9) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新聞・雑誌・テレビ・ラジオ・広告等マスコミ関係 
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Ｑ１ あなたは、2020 年 6～9 月の間に運動・スポーツ（学校の授業は除きますが、学校や職場でのクラブ活動は含

む）を行いましたか。下の種目一覧のあてはまる種目すべてにチェックをしてください。 

あてはまる種目名がない場合は「その他」に具体的にご記入ください。 

一度も行わなかった人は、「運動･スポーツは行わなかった」にチェックをしてください。 

また、この期間に実施した種目のうち、新型コロナウイルスの感染拡大の影響を受けて、2020年 6～9月の間に

新たに始めた、実施した場合は「新規」にチェックをしてください。新規種目がない場合は「新たに始めた・実

施した種目はない」にチェックをしてください。（それぞれいくつでも）（n=5,000） 

 

  2020年 

6～9月 
新規 

  2020年 

6～9月 

新規 

(ア行) アイススケート 42(0.8) 28(0.6) (タ行) 太極拳 22(0.4) 1(0.0) 

  58(1.2) 21(0.4)   199(4.0) 30(0.6) 

 ウォーキング  155(3.1)  卓球 42(0.8) 3(0.1) 

 エアロビックダンス 57(1.1) 19(0.4)  つな引き 2(0.0) 0(0.0) 

(カ行) 海水浴 58(1.2) 6(0.1)  釣り 92(1.8) 15(0.3) 

 カヌー 16(0.3) 6(0.1)  テニス（硬式テニス） 71(1.4) 10(0.2) 

 空手 16(0.3) 3(0.1)  登山 88(1.8) 5(0.1) 

 キャッチボール 64(1.3) 11(0.2) (ナ行) なわとび 56(1.1) 29(0.6) 

 キャンプ 59(1.2) 13(0.3) (ハ行) ハイキング 69(1.4) 3(0.1) 

 筋力トレーニング 487(9.7) 88(1.8)  バスケットボール 30(0.6) 4(0.1) 

 グラウンドゴルフ 24(0.5) 6(0.1)  バドミントン 33(0.7) 5(0.1) 

 ゲートボール 7(0.1) 2(0.0)  バレーボール 19(0.4) 2(0.0) 

 剣道 13(0.3) 3(0.1)  ハンドボール 4(0.1) 1(0.0) 

 ゴルフ（コース） 177(3.5) 13(0.3)  パークゴルフ 7(0.1) 1(0.0) 

 ゴルフ（練習場） 159(3.2) 14(0.3)  ピラティス 42(0.8) 12(0.2) 

(サ行) サイクリング 166(3.3) 16(0.3)  フットサル 17(0.3) 1(0.0) 

 サッカー 45(0.9) 11(0.2)   1(0.0) 0(0.0) 

 サーフィン 18(0.4) 6(0.1)  フラダンス 16(0.3) 0(0.0) 

 散歩（ぶらぶら歩き）  66(1.3)  ボウリング 44(0.9) 2(0.0) 

 柔道 3(0.1) 0(0.0)  ボクシング 10(0.2) 3(0.1) 

 乗馬 10(0.2) 2(0.0)  ボルダリング 4(0.1) 2(0.0) 

 ジョギング・ランニング 274(5.5) 42(0.8)  ボート・漕艇 1(0.0) 1(0.0) 

 水泳 109(2.2) 16(0.3) (ヤ行) 野球 44(0.9) 11(0.2) 

 社交ダンス 9(0.2) 1(0.0)  ヨーガ 128(2.6) 24(0.5) 

 スキー 9(0.2) 2(0.0) (ラ行) 陸上競技 12(0.2) 1(0.0) 

 スクーバダイビング 6(0.1) 0(0.0)  ロードレース（駅伝・マラソンなど） 14(0.3) 3(0.1) 

 スノーボード 9(0.2) 1(0.0)  その他（       ） 67(1.3) 14(0.3) 

 ソフトテニス（軟式テニス） 8(0.2) 1(0.0)  その他（       ） 7(0.1) 2(0.0) 

 ソフトバレー 11(0.2) 1(0.0)  その他（       ） 1(0.0) 0(0.0) 

 ソフトボール 16(0.3) 1(0.0)   2,762 

(55.2) 

4,464 

(89.3) 

 

フライングディスク（フリスビー） 

608(12.2) 

アクアエクササイズ(水中歩行・運動など） 体操（軽い体操、ラジオ体操など） 

1,155(23.1) 

運動・スポーツは行わなかった／ 

新たに始めた・実施した種目はない 
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Ｑ２ スポーツクラブやスポーツ施設の休業、感染拡大の防止など新型コロナウイルスの影響を受け 2020 年 2～9 月

の間に実施しなくなった、またはできなくなった種目をお答えください。なお、この期間に一時的に実施を中断

し、回答時点で再開できている種目も含めてお答えください。（いくつでも）（n=5,000） 

 

(ア行) アイススケート 41(0.8) (タ行) 太極拳 16(0.3) 

 アクアエクササイズ(水中歩行・運動など） 54(1.1)  体操（軽い体操、ラジオ体操など） 28(0.6) 

 ウォーキング 165(3.3)  卓球 23(0.5) 

 エアロビックダンス 55(1.1)  つな引き 4(0.1) 

(カ行) 海水浴 58(1.2)  釣り 32(0.6) 

 カヌー 10(0.2)  テニス（硬式テニス） 36(0.7) 

 空手 22(0.4)  登山 64(1.3) 

 キャッチボール 15(0.3) (ナ行) なわとび 6(0.1) 

 キャンプ 40(0.8) (ハ行) ハイキング 52(1.0) 

 筋力トレーニング 124(2.5)  バスケットボール 25(0.5) 

 グラウンドゴルフ 16(0.3)  バドミントン 27(0.5) 

 ゲートボール 4(0.1)  バレーボール 25(0.5) 

 剣道 11(0.2)  ハンドボール 5(0.1) 

 ゴルフ（コース） 98(2.0)  パークゴルフ 4(0.1) 

 ゴルフ（練習場） 62(1.2)  ピラティス 24(0.5) 

(サ行) サイクリング 24(0.5)  フットサル 22(0.4) 

 サッカー 33(0.7)  フライングディスク（フリスビー） 3(0.1) 

 サーフィン 9(0.2)  フラダンス 18(0.4) 

 散歩（ぶらぶら歩き） 78(1.6)  ボウリング 48(1.0) 

 柔道 10(0.2)  ボクシング 6(0.1) 

 乗馬 7(0.1)  ボルダリング 7(0.1) 

 ジョギング・ランニング 55(1.1)  ボート・漕艇 4(0.1) 

 水泳 115(2.3) (ヤ行) 野球 41(0.8) 

 社交ダンス 19(0.4)  ヨーガ 91(1.8) 

 スキー 12(0.2) (ラ行) 陸上競技 10(0.2) 

 スクーバダイビング 9(0.2)  ロードレース（駅伝・マラソンなど） 10(0.2) 

 スノーボード 13(0.3)  その他（       ） 15(0.3) 

 ソフトテニス（軟式テニス） 12(0.2)  その他（       ） 2(0.0) 

 ソフトバレー 7(0.1)  その他（       ） 0(0.0) 

 ソフトボール 14(0.3)  あてはまるものはない 3,962(79.2) 
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Ｑ３ Ｑ１とＱ２で回答した種目のうち 2020年 6～9月の間に再開した・できた種目をお答えください。（いくつでも） 

（n=411） 

(ア行) アイススケート 18(4.4) (タ行) 太極拳 8(1.9) 

 アクアエクササイズ(水中歩行・運動など） 14(3.4)  体操（軽い体操、ラジオ体操など） 8(1.9) 

 ウォーキング 66(16.1)  卓球 12(2.9) 

 エアロビックダンス 17(4.1)  つな引き 0(0.0) 

(カ行) 海水浴 2(0.5)  釣り 5(1.2) 

 カヌー 1(0.2)  テニス（硬式テニス） 15(3.6) 

 空手 2(0.5)  登山 10(2.4) 

 キャッチボール 1(0.2) (ナ行) なわとび 2(0.5) 

 キャンプ 4(1.0) (ハ行) ハイキング 5(1.2) 

 筋力トレーニング 47(11.4)  バスケットボール 8(1.9) 

 グラウンドゴルフ 2(0.5)  バドミントン 6(1.5) 

 ゲートボール 0(0.0)  バレーボール 7(1.7) 

 剣道 0(0.0)  ハンドボール 0(0.0) 

 ゴルフ（コース） 22(5.4)  パークゴルフ 0(0.0) 

 ゴルフ（練習場） 12(2.9)  ピラティス 10(2.4) 

(サ行) サイクリング 8(1.9)  フットサル 4(1.0) 

 サッカー 8(1.9)  フライングディスク（フリスビー） 0(0.0) 

 サーフィン 2(0.5)  フラダンス 11(2.7) 

 散歩（ぶらぶら歩き） 21(5.1)  ボウリング 7(1.7) 

 柔道 2(0.5)  ボクシング 1(0.2) 

 乗馬 3(0.7)  ボルダリング 0(0.0) 

 ジョギング・ランニング 9(2.2)  ボート・漕艇 0(0.0) 

 水泳 32(7.8) (ヤ行) 野球 10(2.4) 

 社交ダンス 5(1.2)  ヨーガ 37(9.0) 

 スキー 0(0.0) (ラ行) 陸上競技 0(0.0) 

 スクーバダイビング 1(0.2)  ロードレース（駅伝・マラソンなど） 1(0.2) 

 スノーボード 0(0.0)  その他（       ） 13(3.2) 

 ソフトテニス（軟式テニス） 0(0.0)  その他（       ） 2(0.5) 

 ソフトバレー 3(0.7)  その他（       ） 0(0.0) 

 ソフトボール 4(1.0)  あてはまるものはない 57(13.9) 
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Ｑ４ 2020年 6～9 月に、あなたが運動・スポーツを実施した日数を平均すると、何日くらいになりますか。（n=2,238） 

 2020年 6～9月  

週に５日以上 473(21.1) 

週に３日以上 430(19.2) 

週に２日以上 396(17.7) 

週に１日以上 412(18.4) 

月に１～３日 330(14.7) 

３か月に１～２日 109(4.9) 

わからない 88(3.9) 

 

Ｑ５ 新型コロナウイルスの影響で、以下に示すあなたの生活に変化はありましたか。（それぞれひとつずつ）（n=5,000） 

 
増えた 変わらない 減った 

ない／ 

していない 

通勤・通学時間／回数 74(1.5) 2,489(49.8) 806(16.1) 1,631(32.6) 

働く時間や学校の時間 162(3.2) 2,617(52.3) 716(14.3) 1,505(30.1) 

家事や育児・介護の時間 645(12.9) 2,960(59.2) 120(2.4) 1,275(25.5) 

一人で過ごす時間 1,058(21.2) 3,202(64.0) 545(10.9) 195(3.9) 

家族と過ごす時間 1,317(26.3) 3,024(60.5) 265(5.3) 394(7.9) 

睡眠時間 481(9.6) 4,098(82.0) 421(8.4)  

余暇時間（自由な時間） 959(19.2) 3,435(68.7) 448(9.0) 158(3.2) 

買い物に行く回数 361(7.2) 2,717(54.3) 1,753(35.1) 169(3.4) 

収入（アルバイト代なども含む） 115(2.3) 2,988(59.8) 1,019(20.4) 878(17.6) 

 

Ｑ６ 新型コロナウイルスの影響により、2020年 6～9月の間にあなたの運動・スポーツ環境にどのような変化があり

ましたか。あてはまるものすべてにチェックをしてください。（いくつでも）（n=5,000） 

1 普段利用しているスポーツクラブやスポーツ施設が休業している（または閉鎖した）  427(8.5) 

2 休業していた普段利用しているスポーツクラブやスポーツ施設が再開した   486(9.7) 

3 利用を予定していた海水浴場や屋外プール、キャンプ場、川、山などのアウトドアレジャー施設 

が休業した（または閉鎖した）     180(3.6) 

4 普段利用している近隣の公園や広場が利用できない     157(3.1) 

5 普段利用している近隣の公園や広場が利用できるようになった    124(2.5) 

6 参加する予定であった大会やイベントが延期・中止になった    407(8.1) 

7 開催が延期されていた・新たに開催されたスポーツ大会やイベントに参加した   47(0.9) 

8 所属するスポーツチームやサークル・同好会の活動が休止している    134(2.7) 

9 所属するスポーツチームやサークル・同好会の活動が再開した    125(2.5) 

10 自宅や自宅の周辺で運動・スポーツを行うことが増えた    351(7.0) 

11 自宅や自宅の周辺で運動・スポーツを行うことが減った    176(3.5) 

12 その他（              ）     24(0.5) 

13 特に変化はなかった     3,455(69.1) 

 

 

 



30 

 

Ｑ７ あなたが過去 1年間に行ったことのある運動・スポーツ実施とスポーツ観戦についてお答えください。 

また、今後行いたい、あるいは継続して行いたい項目があればチェックをしてください。（それぞれいくつで

も）                                        （n=5,000） 

  行
っ
た
こ
と
が
あ
る 

今
後
行
い
た
い
・ 

継
続
し
て
行
い
た
い 

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
実
施 

 592(11.8) 516(10.3) 

対面式またはオンライン形式でのパーソナルトレーニング 108(2.2) 133(2.7) 

スポーツクラブなどが提供する有料オンラインプログラム（パーソナルを除く） 104(2.1) 114(2.3) 

 76(1.5) 107(2.1) 

ジムやスタジオ、プールなどを備えた複合型スポーツクラブへの加入 248(5.0) 232(4.6) 

 194(3.9) 252(5.0) 

その他（             ） 39(0.8) 38(0.8) 

あてはまるものはない 4,006(80.1) 3,978(79.6) 

ス
ポ
ー
ツ
観
戦 

 318(6.4) 322(6.4) 

スタジアムや広場などに設置された大画面でのスポーツ観戦 250(5.0) 304(6.1) 

飲食店などでファン同士交流しながらのスポーツ観戦 142(2.8) 161(3.2) 

友人や知人宅・友人を自宅に招いてのスポーツ観戦 164(3.3) 177(3.5) 

VR（Virtual Reality）観戦注１ 46(0.9) 96(1.9) 

リモート観戦・オンライン観戦注 2 113(2.3) 168(3.4) 

その他（            ） 20(0.4) 21(0.4) 

あてはまるものはない 4,239(84.8) 4,164(83.3) 

注 1：VR（Virtual Reality）観戦…専用のゴーグルを装着し、スタジアムの外でもスタジアム内で観戦しているよう

な感覚を味わえる観戦方法 

注 2：リモート観戦・オンライン観戦…ビデオ会議システムなどを利用し選手たちに声援を送ったり、主催者から配信

された動画の視聴、チャットツールを使用して主催者側とコミュニケーションをとったりしながら観戦する方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

YouTubeやインスタグラムなどSNSに投稿されている動画を参考に運動・スポーツを実施する 

ヨーガや筋力トレーニングなどのサービスを提供する小規模・目的志向のスポーツクラブへの加入 

 

DAZN（ダゾーン）やパ・リーグTVなど有料動画配信サービスを利用したスポーツ観戦 

オンラインで実施されるスポーツイベント・大会への参加（オンラインマラソンなど） 
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Ｑ８ あなたが、以下に示した期間に観戦したスポーツ種目は何ですか。 

競技場やグラウンドなどでの直接観戦と、テレビやインターネットでの観戦それぞれについて、あてはまるスポ

ーツ種目すべてにチェックをしてください。 

観戦したことがない場合は「この期間にスポーツ観戦はしていない」にチェックをしてください。（それぞれい

くつでも）（n=5,000） 

種目 

直接観戦 
テレビやインターネットでの

観戦 

2019年 6 月 

～2020年 5月 

2020年 

6～9 月 

2019年 6 月 

～2020年 5月 

2020年 

6～9 月 

プロ野球（NPB） 436(8.7) 201(4.0) 1,246(24.9) 1,236(24.7) 

メジャーリーグ（アメリカ大リーグ） 37(0.7) 29(0.6) 323(6.5) 315(6.3) 

高校野球 94(1.9) 49(1.0) 606(12.1) 409(8.2) 

アマチュア野球（大学、社会人など） 43(0.9) 27(0.5) 59(1.2) 49(1.0) 

Ｊリーグ（J1、J2、J3） 171(3.4) 77(1.5) 369(7.4) 320(6.4) 

海外プロサッカー（欧州、南米など） 28(0.6) 22(0.4) 165(3.3) 145(2.9) 

サッカー日本代表試合（五輪代表含む） 42(0.8) 22(0.4) 307(6.1) 97(1.9) 

サッカー日本女子代表試合（なでしこｼﾞｬﾊﾟﾝ） 16(0.3) 8(0.2) 111(2.2) 36(0.7) 

サッカー（高校、大学、JFLなど） 21(0.4) 12(0.2) 84(1.7) 34(0.7) 

プロバスケットボール（B リーグ） 30(0.6) 5(0.1) 58(1.2) 28(0.6) 

海外プロバスケットボール（NBAなど） 15(0.3) 7(0.1) 46(0.9) 36(0.7) 

バスケットボール（高校、大学、WJBLなど） 12(0.2) 6(0.1) 28(0.6) 20(0.4) 

バレーボール日本代表試合（龍神 NIPPON） 8(0.2) 3(0.1) 80(1.6) 24(0.5) 

バレーボール日本女子代表試合（火の鳥 NIPPON） 6(0.1) 3(0.1) 94(1.9) 23(0.5) 

バレーボール（高校、大学、V リーグなど） 10(0.2) 4(0.1) 41(0.8) 21(0.4) 

大相撲 71(1.4) 50(1.0) 736(14.7) 730(14.6) 

マラソン・駅伝 65(1.3) 13(0.3) 481(9.6) 137(2.7) 

ラグビー 65(1.3) 15(0.3) 344(6.9) 70(1.4) 

プロテニス 27(0.5) 12(0.2) 345(6.9) 291(5.8) 

プロゴルフ 39(0.8) 19(0.4) 313(6.3) 283(5.7) 

フィギュアスケート 30(0.6) 9(0.2) 414(8.3) 103(2.1) 

格闘技（ボクシング、総合格闘技など） 25(0.5) 14(0.3) 175(3.5) 127(2.5) 

F１や NASCARなど自動車レース 23(0.5) 15(0.3) 80(1.6) 76(1.5) 

その他（               ） 8(0.2) 3(0.1) 13(0.3) 13(0.3) 

この期間にスポーツ観戦はしていない 4,181(83.6) 4,552(91.0) 2,852(57.0) 3,003(60.1) 
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Ｑ８で直接観戦 2020年 6～9月の期間で１つ以上観戦したと回答した人への設問 

Ｑ９ スタジアムや競技場に足を運んでスポーツ観戦をした時、会場で実施されていた感染症対策について、十分だ

と感じましたか。実施されていなかった、またはその会場に該当しない項目は「該当なし」にチェックをしてく

ださい。（それぞれひとつずつ）（n=448） 

 十分だと感

じた 

不十分だと 

感じた 
該当なし 

アルコール消毒設備の設置やスタッフのマスク着用、室内の換気 245(54.7) 91(20.3) 112(25.0) 

来場者へマスク着用を呼び掛けるなど、感染拡大防止のための注意喚起 237(52.9) 101(22.5) 110(24.6) 

人と人との間隔を確保するための入場者数の制限や誘導 215(48.0) 121(27.0) 112(25.0) 

座席ごとに入退場時間を指定するなど、人の混雑を避けるための対策 198(44.2) 118(26.3) 132(29.5) 

選手と間近で関われる各種イベントの中止 215(48.0) 95(21.2) 138(30.8) 

飲食物の持ち込みや販売の制限 193(43.1) 119(26.6) 136(30.4) 

大きな声での会話や応援、肩組みでの応援に対する注意喚起や制限 210(46.9) 120(26.8) 118(26.3) 

最寄り駅との送迎バスの運行中止 175(39.1) 103(23.0) 170(37.9) 

来場者に感染者が出た場合、早期に来場者へ連絡ができる仕組み 202(45.1) 111(24.8) 135(30.1) 

入場時の検温 232(51.8) 96(21.4) 120(26.8) 

 

Ｑ８で直接観戦 2020年 6～9月の期間で「この期間にスポーツ観戦していない」と回答した人への設問 

Ｑ１０ 今後スタジアムや競技場に足を運んでのスポーツ観戦を再開するために、イベント主催者に期待する対策は何

ですか。3つまで選んでください。（3つまで）（n=4,552） 

1 アルコール消毒設備の設置やスタッフのマスク着用、室内の換気 1,191(26.2) 

2 来場者へマスク着用を呼び掛けるなど、感染拡大防止のための注意喚起 738(16.2) 

3 人と人との間隔を確保するための入場者数の制限や誘導 1,023(22.5) 

4 座席ごとに入退場時間を指定するなど、人の混雑を避けるための対策 492(10.8) 

5 選手と間近で関われる各種イベントの中止 115(2.5) 

6 飲食物の持ち込みや販売の制限 91(2.0) 

7 大きな声での会話や応援、肩組みでの応援に対する注意喚起や制限  529(11.6) 

8 最寄り駅との送迎バスの運行中止 28(0.6) 

9 来場者に感染者が出た場合、早期に来場者へ連絡ができる仕組み 323(7.1) 

10 入場時の検温 277(6.1) 

11 その他（            ） 15(0.3) 

12 今後しばらくはスタジアムや競技場での観戦を控える 481(10.6) 

13 スタジアムや競技場でのスポーツ観戦をするつもりはない 2,263(49.7) 
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Ｑ８の各期間でテレビやインターネット観戦をした人への設問 

Ｑ１１ あなたのテレビやインターネットでの観戦した日数を平均すると、何日くらいになりますか。それぞれの期間

の中から１つだけお答えください。（それぞれひとつずつ） 

 2019年 6月～2020年 5月 

（n=2,148） 

2020年 6～9月 

（n=1,997） 

ほぼ毎日 285(13.3) 279(14.0) 

週に 4～5 日 218(10.1) 216(10.8) 

週に 2～3 日 420(19.6) 399(20.0) 

週に 1 日 342(15.9) 332(16.6) 

月に 2～3 日 265(12.3) 233(11.7) 

月に 1 日 119(5.5) 136(6.8) 

それ以下の頻度 290(13.5) 213(10.7) 

分からない 209(9.7) 189(9.5) 

 

Ｑ1で運動・スポーツを実施していると回答した人への質問 

Ｑ１２ あなたは運動・スポーツを実施する際に気を付けていることはありますか。（いくつでも）（n=2,238） 

1 三つの密（密閉・密集・密接）の条件が揃う場所で運動・スポーツを実施しないようにする 1,075(48.0) 

2 人と人との間隔を意識して運動・スポーツを実施する 883(39.5) 

3 マスクの着用や咳エチケットに配慮しながら運動・スポーツを実施する 793(35.4) 

4 少しでも体調に不調を感じたら運動・スポーツの実施は控える 734(32.8) 

5 公園やスポーツ施設は人が少ない時間帯に利用する 460(20.6)  

6 筋力トレーニングやヨーガなど自宅で行える運動・スポーツを中心に実施する 496(22.2)  

7 その他（            ） 6(0.3)  

8 特に気を付けていることはない 412(18.4) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



34 

 

Ｑ1で運動・スポーツを実施していないと回答した人への質問 

Ｑ１３ あなたが 2020年 6～9月の間に運動・スポーツを行わなかった理由を、あてはまる項目すべてにチェックをし

てください。またそのうちのもっとも大きな理由をひとつお答えください。 

  実施できな

かった理由 

（いくつでも） 

（n=2,762） 

もっとも大

きな理由 

（ひとつだけ） 

（n=1,440） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
関
係
の
な
い
理
由 

仕事や家事が忙しいから 327(11.8) 195(13.5) 

子どもに手がかかるから 80(2.9) 43(3.0) 

病気やけがをしているから 104(3.8) 80(5.6) 

年をとったから 191(6.9) 78(5.4) 

場所や施設がないから 109(3.9) 27(1.9) 

仲間がいないから 99(3.6) 25(1.7) 

指導者がいないから 25(0.9) 4(0.3) 

お金に余裕がないから 277(10.0) 114(7.9) 

運動・スポーツが嫌いだから 387(14.0) 264(18.3) 

面倒くさいから 455(16.5) 233(16.2) 

運動・スポーツ以上に大切なことがあるから 118(4.3) 44(3.1) 

生活や仕事で体を動かしているから 126(4.6) 59(4.1) 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に 

関
係
が
あ
る
理
由 

新型コロナウイルスへの感染が不安だから 300(10.9) 185(12.8) 

新型コロナウイルスの影響で普段利用している施設が休業しているから 62(2.2) 24(1.7) 

新型コロナウイルスの影響で一緒に行う仲間が集まらないから 46(1.7) 15(1.0) 

新型コロナウイルスの影響で所属しているチームや団体の活動が休止しているから 43(1.6) 19(1.3) 

その他（          ） 32(1.2) 31(2.2) 

特に理由はない 994(36.0)  

わからない 328(11.9)  

 

Ｑ１４ 2021年に延期された、東京 2020オリンピック・パラリンピックについてどう思いますか。（n=5,000） 

1 とても楽しみ 504(10.1) 

2 やや楽しみ 889(17.8) 

3 どちらともいえない 1,706(34.1) 

4 あまり楽しみではない 778(15.6) 

5 まったく楽しみではない 1,123(22.5) 

 

Ｑ１５ Ｑ１４（東京 2020オリンピック・パラリンピックについて）で回答した理由を教えてださい。（n=5,000） 

自由記述（                                ） 
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Ｑ１６ あなたの身の回りに、新型コロナウイルスに感染している人や過去に感染したことがある人はいますか。 

（いくつでも）（n=5,000） 

1 自分自身・同居家族や同居していない親族 90(1.8) 

2 職場や学校、余暇活動での仲間や知人 130(2.6) 

3 近隣住民や同じ施設（高齢者施設や寮、入院中の病院など）で生活している人 51(1.0) 

4 その他（上記以外）の知人・友人 75(1.5) 

5 近隣の施設や店舗の職員・従業員、関係者および利用者 129(2.6) 

6 身の回りに感染者はいない 4,267(85.3) 

7 答えたくない 323(6.5) 

 

Ｑ１７ 新型コロナウイルス感染拡大前と比べて、2020年 6～9月の間における、以下の行動回数についてあてはまる

ものにチェックをしてください。（それぞれひとつずつ）（n=5,000） 

 

増えた 変わらない 減った 

感染拡大 

以前から 

していない 

国内観光旅行（行き先は居住都道府県内） 117(2.3) 1,282(25.6) 2,218(44.4) 1,383(27.7) 

国内観光旅行（行き先は居住都道府県外） 70(1.4) 1,169(23.4) 2,419(48.4) 1,342(26.8) 

帰省（行き先は居住都道府県内） 52(1.0) 1,250(25.0) 1,176(23.5) 2,522(50.4) 

帰省（行き先は居住都道府県外） 38(0.8) 1,106(22.1) 1,423(28.5) 2,433(48.7) 

海外旅行 27(0.5) 861(17.2) 1,167(23.3) 2,945(58.9) 

外食の回数（ファーストフード店を除く） 87(1.7) 1,390(27.8) 2,786(55.7) 737(14.7) 

バー、スナック、パブ、飲み屋へ行く回数 34(0.7) 804(16.1) 1,800(36.0) 2,362(47.2) 

温浴施設（健康ランド、スーパー銭湯等）へ行く回数 49(1.0) 912(18.2) 1,732(34.6) 2,307(46.1) 

カラオケへ行く回数 42(0.8) 792(15.8) 1,341(26.8) 2,825(56.5) 

映画館へ行く回数 37(0.7) 974(19.5) 1,908(38.2) 2,081(41.6) 

動物園、植物園、水族館、博物館へ行く回数 51(1.0) 993(19.9) 1,892(37.8) 2,064(41.3) 

音楽会、コンサートへ行く回数 29(0.6) 833(16.7) 1,755(35.1) 2,383(47.7) 

遊園地へ行く回数 27(0.5) 897(17.9) 1,390(27.8) 2,686(53.7) 

ゲームセンター、ゲームコーナーへ行く回数 39(0.8) 831(16.6) 909(18.2) 3,221(64.4) 
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